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◎
平
成
二
十
八
年
度
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
大
会
・
総
会

○
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
七
日
（
土
）
於
埼
玉
大
学

◇
卒
業
論
文
構
想
発
表
会	

（
学
部
３
年
生
）

◇
修
士
論
文
構
想
発
表
会

　
　
　
　
　
　

�

関
根
睦
美　

香
取
千
尋　

戸
田
遼
太
郎

◇
研
究
発
表

①
「
青
銅
器
銘
文
に
お
け
る
明
徳
慎
罰
思
想
」

権
田　

瞬
一
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

②
「
陳
寿
の
歴
史
観
―
『
三
国
志
』
の
構
造
―
」

新
井　
　

亮
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

③
「�

怪
談
に
お
け
る
語
り
の
方
法
―
近
世
怪
談
と
現
代

怪
談
の
比
較
か
ら
―
」

佐
藤　

祐
里
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

④
「
古
典
教
育
の
史
的
研
究
」

杉
山　

里
奈
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑤
「
江
戸
川
乱
歩
と
心
理
学
」

早
田
ひ
ろ
み
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

⑥
「�

思
考
の
『
見
え
る
化
』
に
関
す
る
実
践
的
研
究
―

通
信
制
高
校
に
お
け
る
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
分
析
―
」

藤
倉　

遼
介
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

◇
講
演

　
　

「�

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
現
す
る
課
題
の
発
想
法

―
学
習
者
が
自
ら
学
習
材
を
作
り
出
す
―
」

　
　

講
師
：
小
原　

俊
先
生 

（�

文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
教
科
書
調
査
官
）

◇
総
会

【
彙
報
】　

（
平
成
二
十
八
年
四
月
～
平
成
二
十
九
年
三
月
）

◎
平
成
二
十
八
年
度
例
会

○
平
成
二
十
九
年
二
月
四
日
（
土
）
於
埼
玉
大
学

◇
卒
業
研
究
発
表

　

①�

読
書
活
動
の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
国
語
科
学
習
指  

導
の
研
究	

佐
久
間
琴
弓

②
『
荘
子
』
内
篇
に
み
る
「
道
」
の
様
相

	

武
井　

成
臣

③
源
氏
物
語
・
女
三
宮
考	

藤
本
あ
ゆ
み

④
高
村
光
太
郎
考	

細
井　

昌
弥

◇
研
究
発
表
（
修
士
論
文
発
表
）

　

①�

怪
談
に
お
け
る
語
り
の
手
法
―
近
世
・
近
代
・
現
代
の

比
較
か
ら	

佐
藤　

祐
里

②�

大
衆
文
学
と
い
う
仮
面
―
初
期
作
品
に
見
る
乱
歩
の
素
顔

	

早
田
ひ
ろ
み

③
古
典
教
育
の
通
史
的
研
究
―
中
学
校
を
中
心
と
し
て

	

杉
山　

里
奈

④
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
お
け
る
思
考
の
形
成
過
程
の
研
究

	

藤
倉　

遼
介

⑤
陳
寿
の
歴
史
観
―
『
三
国
志
』
の
構
造
と
天
命

	

新
井　
　

亮

　

⑥
『�

尚
書
』と
青
銅
器
銘
文
の
相
関
研
究
―「
明
徳
慎
罰
」

を
端
緒
と
し
て	

権
田　

瞬
一

◇
長
期
研
修
教
員
研
究
発
表

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
は
ぐ
ぐ
む
国
語
科
授
業
の
研
究

―
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

	
加
藤　

哲
朗

◇
研
究
奨
励
賞
授
賞
式

◇
講
演

　
　

「
国
語
科
教
師
の
育
成
に
向
け
て
」

　
　
　

松
澤
勇
治（
埼
玉
大
学
教
職
大
学
院
特
任
教
授
）

◎
平
成
二
十
八
年
度
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目

〇
修
士
論
文
題
目

　

「�

怪
談
に
お
け
る
語
り
の
手
法
―
近
世
・
近
代
・
現
代
の

比
較
か
ら
」	

佐
藤　

祐
里

　

「�

大
衆
文
学
と
い
う
仮
面
―
初
期
作
品
に
見
る
乱
歩
の

素
顔
」	

早
田
ひ
ろ
み

「
古
典
教
育
の
通
史
的
研
究
―
中
学
校
を
中
心
と
し
て
」

	

杉
山　

里
奈

「
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
お
け
る
思
考
の
形
成
過
程
の
研
究
」

	

藤
倉　

遼
介

「
陳
寿
の
歴
史
観
―
『
三
国
志
』
の
構
造
と
天
命
」

	

新
井　
　

亮

　

「�『
尚
書
』
と
青
銅
器
銘
文
の
相
関
研
究
―
「
明
徳
慎
罰
」

を
端
緒
と
し
て
」	

権
田　

瞬
一

〇
卒
業
論
文
題
目

『
孝
経
啓
蒙
』
と
中
江
藤
樹
の
思
想	

須
内　

祐
太

「
捜
神
記
」
に
見
ら
れ
る
冥
界
と
鬼
観
に
つ
い
て

	

麻
生　

千
晶 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
中
学
校
国
語
科
学
習
指
導
の

研
究
―
語
感
を
磨
き
、
語
彙
を
豊
か
に
す
る
―

	

荒
木　

鈴
絵

狐
信
仰
の
研
究 

	

板
倉　

遼
大

小
学
校
に
お
け
る
漢
字
学
習
の
研
究
―
児
童
の
主
体
的
な

学
び
を
目
指
し
て
―	

井
田　

庸
一

小
説
に
お
け
る
作
者
と
読
者
の
関
係	

岩
瀬　

祥
平

　

『�

和
泉
式
部
日
記
』
の
主
題
―
表
現
と
構
成
を
手
が
か

り
と
し
て
―	

上
野　

友
亮

金
子
み
す
ゞ
の
童
謡
に
お
け
る
〈
さ
み
し
さ
〉

	

大
内　

茉
奈
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編 

集 

後 

記

　

『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
第
21
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

本
号
も
昨
年
同
様
、
多
彩
な
論
稿
を
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
人
文
系
の
諸
学
問
に
対
す
る
社

会
政
策
的
な
無
理
解
が
進
む
中
、
本
学
会
誌
の
内
容

が
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
行
く
こ
と
は
と
て
も
望

ま
し
い
こ
と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
後
と
も
会
員

諸
氏
に
は
益
々
の
ご
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
学
会
と
し
て
も
嬉
し
い
情
報
が
届

き
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
本
学
会

誌
13
号
掲
載
の
木
越
隆
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の
講
演

「
『
枕
草
子
』
の
性
格
」
が
、
東
京
都
の
高
校
入
試
問

題
に
使
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
本

学
会
誌
が
そ
の
社
会
的
意
義
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
の
一
つ
の
証
左
と
も
な
る
も
の
で
、
こ
の
場
を
借

り
て
木
越
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。Ｔ

江
戸
川
乱
歩
研
究
―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
中
で
―

 

大
嶋　

孝
介

神
話
の
比
較
か
ら
見
た
原
初
人
類
の
実
像 

 

奥
田　

勇
気

太
宰
治
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」 

遅
澤　
　

翔

『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
上
田
秋
成
の
人
間
観

 

小
原
田
彩
乃

遠
藤
周
作
と
キ
リ
ス
ト
教 

烏
山　

新
汰

浦
島
太
郎
の
変
遷
と
意
味 

清
瀬　

佑
基

戯
曲
に
お
け
る
言
葉
遊
び
的
手
法
に
つ
い
て

　

―
小
林
賢
太
郎
の
台
本
を
手
掛
か
り
に
―

 
呉
羽　
　

葵

生
涯
を
通
し
て
読
書
に
親
し
む
態
度
を
育
成
す
る
た
め

の
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
す
る
研
究 

 

 

小
松
ひ
と
み

読
書
活
動
の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
国
語
科
学
習
指
導

の
研
究
―
学
校
図
書
館
の
活
用
を
通
し
て
―

 

佐
久
間
琴
弓

文
字
の
美
し
さ
に
関
す
る
研
究 

島
田 

知
奈

「
伝
え
合
う
力
」
を
育
む
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
授

業
実
践
研
究
―
話
し
合
い
活
動
を
中
心
に
―

 

鈴
木
玖
実
子

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
「
発
話
障
害
」
の
児
童
に
対
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ 

 

瀧
島　

翔
平

『
荘
子
』
内
篇
に
み
る
「
道
」
の
様
相 

 

武
井　

成
臣

生
涯
を
通
し
た
読
書
を
支
え
る
読
書
活
動
の
研
究

　

―
中
学
校
を
中
心
に
― 

冨
澤　

由
梨

日
本
霊
異
記
の
現
世
観 

 

富
田　

大
貴

大
村
は
ま
「
単
元
学
習
」
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
化
に
つ
い

て
の
一
考
察
―
甲
斐
利
恵
子
の
継
承
的
実
践
を
手
掛
か

り
に
― 

新
妻　

千
紘

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
む
国
語
科
指
導
研
究

 

小
野
寺
純
也

王
維
の
自
然
観 

 

根
岸
裕
理
子

「
読
解
力
」
を
育
む
読
み
の
指
導
研
究

　

―
説
明
的
文
章
を
中
心
に
― 

春
山　

晃
宏

坂
口
安
吾
論
―
安
吾
の
説
話
形
式
小
説
に
つ
い
て
―　

 

藤
井
美
帆
子

兼
好
の
人
生
観
―
著
作
を
中
心
に
― 

藤
田　

莉
穂

草
枕
論
―
画
工
の
美
― 

藤
巻　

亮
太

源
氏
物
語
・
女
三
宮
論 

　
　

 

藤
本
あ
ゆ
み

国
語
の
授
業
時
に
お
け
る
文
字
指
導
の
あ
り
方
―
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
児
を
視
野
に
入
れ
て
― 

星　
　

幸
輝

高
村
光
太
郎
考 

　

 

細
井　

昌
弥

主
体
的
に
学
び
、
学
習
意
欲
を
育
む
高
等
学
校
国
語
科

学
習
指
導
の
研
究 

　

松
永 

千
希

小
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
に
関
す
る
研
究
―
古
典
に

親
し
む
学
習
活
動
― 

眞
々
田
み
の
り

「
好
色
五
人
女
」
研
究
論 

水
島　

澄
香

小
町
歌
研
究
―
夢
歌
を
中
心
に
― 

森　
　

智
咲

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
教
材
と
し
て
扱
う
こ
と
の
意
義

　

―
あ
ま
ん
き
み
こ
『
白
い
帽
子
』
を
例
に
―

 

山
田　

美
沙

『
堤
中
納
言
物
語
』
編
纂
の
意
図

　

―
作
品
の
相
互
関
係
か
ら
― 

横
田　

宗
平

◎ 

第
十
八
回
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞

論
文

読
書
活
動
の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
国
語
科
学
習
指
導

の
研
究
―
学
校
図
書
館
の
活
用
を
通
し
て
―　

 

佐
久
間
琴
弓

『
荘
子
』
内
篇
に
み
る
「
道
」
の
様
相 
武
井　

成
臣

大
村
は
ま
「
単
元
学
習
」
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
化
に
つ
い

て
の
一
考
察
―
甲
斐
利
恵
子
の
継
承
的
実
践
を
手
掛
か

り
に
― 

新
妻　

千
紘

源
氏
物
語
・
女
三
宮
論 

 

藤
本
あ
ゆ
み

高
村
光
太
郎
考 

 

細
井　

昌
弥

主
体
的
に
学
び
、
学
習
意
欲
を
育
む
高
等
学
校
国
語
科

学
習
指
導
の
研
究 

 

松
永　

千
希

小
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
に
関
す
る
研
究

　

―
古
典
に
親
し
む
学
習
活
動
― 

眞
々
田
み
の
り


